
(57)【要約】

【課題】作動油タンクの底部のポンプ吸込口に設置され

るサクションスクリーンと傾いた状態の作動油面との距

離を、作動油タンクの容積を増量させることなく、大き

くすることができるようにする。

【解決手段】サクションスクリーン（１２）の外側面に

上方から下方外側に向けて延びる傾斜面部（Ｋ）を備え

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
作 動 油 タ ン ク の 底 部 の ポ ン プ 吸 込 口 に 設 置 さ れ る サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン が 、
そ の 外 側 面 に 上 方 か ら 下 方 外 側 に 向 け て 延 び る 傾 斜 面 部 を 備 え て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 作 動 油 タ ン ク の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン 。
【 請 求 項 ２ 】
サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン が 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 作 動 油 タ ン ク の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン 。
【 請 求 項 ３ 】
サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン が 多 角 錐 台 状 に 形 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 作 動 油 タ ン ク の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 作 業 機 械 の 作 動 油 タ ン ク の ポ ン プ 吸 込 口 に 好 適 な 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
油 圧 シ ョ ベ ル の よ う な 作 業 機 械 は 、 油 圧 シ リ ン ダ 、 油 圧 モ ー タ ー な ど の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー
タ を 多 数 装 備 し て い る 。 こ の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ は 作 動 油 タ ン ク の 底 部 か ら ポ ン プ に よ っ
て 吸 込 ま れ 吐 出 さ れ る 作 動 油 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 作 動 油 タ ン ク の ポ ン プ 吸 込 口 に は 、 ポ
ン プ に 異 物 が 流 入 し な い よ う に 、 周 知 の 筒 状 の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン が 取 り 付 け ら れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
作 動 油 タ ン ク に 収 容 さ れ た 作 動 油 の 油 面 の 高 さ は 、 作 業 機 械 の 稼 動 に よ っ て 以 下 に 述 べ る
よ う に 変 動 す る 。 し た が っ て 、 ポ ン プ が 空 気 を 吸 い 込 ま な い よ う に す る た め に 、 サ ク シ ョ
ン ス ク リ ー ン は 常 に 油 面 よ り も 下 方 に な る よ う に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
作 動 油 タ ン ク の 油 面 高 さ は 、 先 ず 油 圧 シ リ ン ダ の 伸 縮 作 動 に よ っ て 上 下 す る 。 す な わ ち 、
シ リ ン ダ 筒 内 の 一 側 に 存 在 す る シ リ ン ダ ロ ッ ド に よ っ て 一 側 の 容 積 と 他 側 の 容 積 が 異 な る
こ と か ら 、 油 面 高 さ は 、 シ リ ン ダ 伸 張 時 に は 下 降 し 収 縮 時 に は 上 昇 す る 。 油 面 は ま た 、 作
業 機 械 が 傾 斜 地 で 、 あ る い は 凹 凸 地 で 稼 働 す る と き の 機 体 の 傾 き に よ っ て 、 作 動 油 タ ン ク
に 対 し て 傾 く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し た が っ て 、 作 動 油 タ ン ク の 大 き さ と サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン の 位 置 は サ ク シ ョ ン ス ク リ ー
ン が 常 に 油 中 に あ る よ う に 、 以 下 の よ う に 決 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 作 動 油 タ ン ク ２ の 大 き さ （ 容 積 ） は 、 先 ず ポ ン プ の 吐 出 油 量 に
基 づ い た 基 準 と な る 油 面 Ｌ １ が 、 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 に よ る 油 面 の 上 下 動 を 考 慮 し
た 空 気 空 間 を 上 方 に 設 け て 決 め ら れ る 。 油 面 Ｌ １ は 作 動 油 タ ン ク ２ の 側 面 に 備 え た サ イ ト
ゲ ー ジ ４ に よ っ て 確 認 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
基 準 油 面 Ｌ １ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 に よ っ て 下 降 し た 油 面 Ｌ ２ に 変 動 し 、 さ ら に 作 業
機 械 の 傾 き 角 度 θ 、 す な わ ち 作 動 油 タ ン ク ２ の 傾 き に よ っ て 傾 い た 油 面 Ｌ ３ に 変 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 作 動 油 タ ン ク ２ の 大 き さ は 、 底 部 の ポ ン プ 吸 込 口 ６ に 設 置 し た 高 さ Ｈ の サ ク
シ ョ ン ス ク リ ー ン の 上 端 部 が 空 中 に 出 な い よ う に 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン ８ と 油 面 Ｌ ３ の
間 に 所 定 の 距 離 Ａ を 確 保 す る よ う に 決 め ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ６ － ３ ５ １ ３ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-100885 A 2007.4.19



【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
し か し な が ら 、 上 述 し た と お り の 形 態 の 従 来 の 作 動 油 タ ン ク の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン に は
次 の と お り の 解 決 す べ き 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
す な わ ち 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン の 設 置 位 置 は 種 々 の 要 因 に よ っ て 制 約 さ れ る 。 例 え ば 、
ポ ン プ の 吸 込 配 管 の 設 置 位 置 に 合 わ せ た 吸 込 口 の 位 置 、 タ ン ク に 内 蔵 さ れ た 戻 り 作 動 油 の
リ タ ー ン フ ィ ル タ を 避 け た 位 置 、 ま た 作 業 機 械 の 機 体 形 状 に 合 わ せ た 作 動 油 タ ン ク の 形 状
な ど に よ っ て 制 約 を 受 け る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し た が っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン ８ が 作 動 油 タ ン ク ２ の 底 部 の 側 板
１ ０ 側 に 寄 せ て 設 置 さ れ る 場 合 に は 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン ８ が 側 板 １ ０ に 近 付 く ほ ど 、
サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン ８ と 傾 い た 油 面 Ｌ ３ と の 間 の 距 離 Ａ の 確 保 が 困 難 に な る 。 そ の 場 合
に は 、 距 離 Ａ を 確 保 す る た め に 油 面 全 体 を 高 く す る 必 要 が あ り 、 作 動 油 タ ン ク の 容 積 の 増
量 を 余 儀 な く さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 上 記 事 実 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 技 術 的 課 題 は 、 作 動 油 タ ン ク の 容 積 を 増
量 さ せ る こ と な く 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン と 傾 い た 作 動 油 面 と の 距 離 を 大 き く す る こ と が
で き る 、 作 動 油 タ ン ク の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ れ ば 上 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 、 作 動 油 タ ン ク の 底 部 の ポ ン プ 吸 込 口 に
設 置 さ れ る サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン が 、 そ の 外 側 面 に 上 方 か ら 下 方 外 側 に 向 け て 延 び る 傾 斜
面 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 作 動 油 タ ン ク の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
好 適 に は 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン は 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ
ー ン を 多 角 錐 台 状 に 形 成 し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 作 動 油 タ ン ク の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン は 、 そ の 外 側 面 に 上 方 か
ら 下 方 外 側 に 向 け て 延 び る 傾 斜 面 部 を 備 え て い る 。 し た が っ て 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン の
外 側 面 が 下 方 外 側 に 向 け て 傾 斜 し て い る の で 、 傾 い た 油 面 と サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン と の 距
離 を 作 動 油 タ ン ク の 容 積 を 増 量 さ せ る こ と な く 大 き く 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 、 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 作 動 油 タ ン ク の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン に つ い て 、 好 適 実
施 形 態 を 図 示 し て い る 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 図 １ に お い て 図 ３ と 実 質 上 同 一 の 部 分 は 同 一 の 符 号 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 作 動 油 タ ン ク ２ の 底 部 の ポ ン プ 吸 込 口 ６ に サ ク シ ョ ン ス ク リ ー
ン １ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ は 、 そ の 外 側 面 に 上 方 か ら 下 方 外 側
に 向 け て 延 び る 傾 斜 面 部 Ｋ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
作 動 油 タ ン ク ２ は 略 直 方 体 に 形 成 さ れ て い る 。 作 動 油 タ ン ク ２ の 底 板 １ ４ の 一 方 の 側 板 １
０ 側 に 、 ポ ン プ 吸 込 口 ６ を 有 し た ボ ス １ ６ が 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 作 動 油 タ ン ク
２ の 大 き さ （ 容 積 ） は 、 先 ず ポ ン プ の 吐 出 油 量 に 基 づ い た 基 準 と な る 油 面 Ｌ １ が 、 油 圧 ア
ク チ ュ エ ー タ の 作 動 に よ る 油 面 の 上 下 動 を 考 慮 し て 全 容 積 の 約 ４ 割 程 度 の 空 気 空 間 Ｓ を 上
方 に 設 け て 決 め ら れ て い る 。 作 動 油 タ ン ク ２ の 側 面 に は 、 油 面 Ｌ １ を 目 視 確 認 す る こ と が
で き る 周 知 の サ イ ト ゲ ー ジ ４ が 備 え ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
基 準 油 面 Ｌ １ は 、 ポ ン プ に よ り 吸 込 ま れ 吐 出 さ れ る 作 動 油 に よ っ て 駆 動 さ れ る 油 圧 ア ク チ
ュ エ ー タ の 作 動 に よ っ て 、 下 方 に は 油 面 Ｌ ２ ま で 変 動 し 、 さ ら に 油 面 Ｌ ２ は 作 業 機 械 の 傾
き 角 度 θ に よ る 作 動 油 タ ン ク ２ の 傾 き に よ っ て 傾 い た 油 面 Ｌ ３ に 変 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
作 動 油 タ ン ク ２ の 上 面 部 に は 、 作 動 油 タ ン ク ２ に 内 蔵 さ れ た 戻 り 作 動 油 の リ タ ー ン フ ィ ル
タ （ 図 示 し て い な い ） を 支 持 す る た め の カ バ ー １ ８ 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ を 支 持 す
る た め の カ バ ー ２ ０ が 、 そ れ ぞ れ 着 脱 を 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ は 円 錐 台 状 に 、 底 面 Ｄ φ 、 高 さ Ｈ を 有 し て 形 成 さ れ て い る 。 傾
斜 面 部 Ｋ は 、 所 定 の 角 度 θ 傾 い た 油 面 Ｌ ３ と 略 平 行 に そ の 間 に 距 離 Ａ を 有 し て 形 成 さ れ て
い る 。 角 度 θ は 、 作 動 油 タ ン ク ２ を 装 備 し た 作 業 機 械 の 許 容 稼 働 角 度 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
傾 斜 面 部 Ｋ を 含 む ス ク リ ー ン 本 体 １ ２ ａ は ス テ ン レ ス 鋼 網 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 ス ク
リ ー ン 面 積 は 、 従 来 の 円 筒 状 の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン ８ （ 図 ３ ） と 略 同 一 に 規 定 さ れ て い
る 。 ス ク リ ー ン 本 体 １ ２ ａ は 、 鋼 網 を 円 錐 台 状 に 丸 め て 、 あ る い は 鋼 網 を 適 宜 に 周 知 の プ
リ ー ツ 加 工 を 施 し て 円 錐 台 状 に 丸 め て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ス ク リ ー ン 本 体 １ ２ ａ の 底 面 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 に よ り 形 成 さ れ た 円 形 の 底 面 板 １ ２ ｂ
が 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 底 面 板 １ ２ ｂ の 中 心 部 に は 、 ポ ン プ 吸 込 口 ６ の ボ ス １ ６
の 端 が 係 脱 自 在 に 嵌 合 す る 連 結 穴 １ ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ス ク リ ー ン 本 体 １ ２ ａ の 上 端
に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 に よ り 形 成 さ れ た 円 形 の 上 端 板 １ ２ ｄ が 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ て い
る 。 上 端 板 １ ２ ｄ の 中 心 部 の ス ク リ ー ン 本 体 １ ２ ａ の 内 側 に は 、 ナ ッ ト １ ２ ｅ が 取 り 付 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
作 動 油 タ ン ク ２ の 上 面 の カ バ ー ２ ０ の タ ン ク 内 面 側 に は 、 鉛 直 下 方 に 伸 び る ス ク リ ー ン 支
持 ロ ッ ド ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス ク リ ー ン 支 持 ロ ッ ド ２ ２ の 下 端 部 に は 、 サ ク シ ョ
ン ス ク リ ー ン １ ２ の ナ ッ ト １ ２ ｅ に 螺 合 す る 雄 ね じ ２ ２ ａ が 備 え ら れ て い る 。 サ ク シ ョ ン
ス ク リ ー ン １ ２ は 、 予 め こ の 雄 ね じ ２ ２ ａ を 上 端 板 １ ２ ｄ の ナ ッ ト １ ２ ｅ に 所 定 の 長 さ ね
じ 込 み 、 止 め ナ ッ ト ２ ２ ｂ に よ っ て そ の 位 置 を 固 定 し 、 カ バ ー ２ ０ と 一 体 に サ ブ 組 立 状 態
に し て 、 作 動 油 タ ン ク ２ に 組 み 込 ま れ る 。 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ を 清 掃 す る と き に は
こ の サ ブ 組 立 状 態 で 作 動 油 タ ン ク ２ か ら 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
円 錐 台 状 に 形 成 し た サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ に 代 え て 、 製 作 上 、 ま た 作 動 油 タ ン ク 内 の
配 置 上 な ど か ら 好 都 合 で あ れ ば 、 図 ２ に 概 略 図 示 し た よ う に ４ 個 の 傾 斜 面 部 Ｋ を 有 し た 四
角 錐 台 状 の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン ２ ４ に し て も よ い 。 あ る い は 、 他 の 多 角 錐 台 状 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ を 参 照 し て 、 上 述 し た と お り の 作 動 油 タ ン ク ２ の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ の 作 用 効
果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
作 動 油 タ ン ク ２ の サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ は 、 そ の 外 側 面 に 上 方 か ら 下 方 外 側 に 向 け て
延 び る 傾 斜 面 部 Ｋ を 備 え て い る 。 し た が っ て 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ の 外 側 面 が 下 方
外 側 に 向 け 傾 斜 し て い る の で 、 傾 い た 油 面 Ｌ ３ と サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ と の 距 離 Ａ を
作 動 油 タ ン ク ２ の 容 積 を 増 量 さ せ る こ と な く 大 き く 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 作 動 油 タ ン ク ２ の 容 積 を 増 量 さ せ な い の で 、 特 に 、 機 体 の 形 状 な ど か ら タ ン ク 容 積
の 増 量 が 困 難 な 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン １ ２ は 円 錐 台 状 に 、 あ る い は サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン ２ ４ の
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よ う に 角 錐 台 状 に 形 成 す れ ば よ い の で 、 製 作 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 、 本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 例 え ば 下 記 の よ う に 、 本 発 明 の 範 囲 内 に お い て さ ま ざ ま な 変 形 あ る い は 修
正 が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン は 、 傾 斜 面 部 Ｋ を 有 し た 円 錐 台 状 に 、 あ
る い は 角 錐 台 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 傾 斜 面 部 Ｋ を サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン の 外 側 面 の 一 部
の 作 動 油 タ ン ク ２ の 側 板 １ ０ 側 に の み 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 、 作 動 油 タ ン ク お よ び サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン の 断 面 図
。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 、 サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン の 他 の 形 態 の 概 略 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 作 動 油 タ ン ク お よ び サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
２ ： 作 動 油 タ ン ク
６ ： ポ ン プ 吸 込 口
８ 、 １ ２ 、 ２ ４ ： サ ク シ ョ ン ス ク リ ー ン
Ｋ ： 傾 斜 面 部

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(5) JP 2007-100885 A 2007.4.19



【 図 ３ 】
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